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論文内容の要旨

本論文は，通信サービスのグローパル化と信号方式に関する一連の研究成果をまとめたものである o その主眼とす

るところは，通信サービスのグローパル化の中で、の信号方式の適用法を明確化すると同時に，信号方式の高度化の要

件を明らかにし，その発展すべき方向を提示することであり，本文 6 章によって構成されている o

第 1 章は序論であり，本論文の主題である通信サービスのグローパル化と信号方式に関するこれまでの研究開発の

経緯にふれた後，通信網の進化における本主題に関わる研究課題を挙げ，本研究の目的と意義，及びその位置付けを

明らかにしている D

第 2 章では，第一世代の国際共通線信号方式である No. 6 通信方式に関して，通話回線を識別するためのラベルの容

量に制約があることから，その割当の最適化のために，グラフ彩色アルゴリズムを適用することを提案している。ま

た，実際の国際信号網の運用・管理への利用を通して，その有効性を実証しているo 次に，最新の信号方式である No.

7 共通線信号方式に規定された誤り訂正法である，基本法， PCR 法，再送基本法の特性を明らかにしている o また，

転送遅延時間や伝送エラー特性が異なる衛星回線や海底ケープル等，様々な伝送路の特性に応じて適用すべき誤り訂

正方式の選択基準を明確にしているo 更に， PCR 法において再送バッファが満杯になったときに発動される強制再

送手順の改善策を提案し，その有効性を実証している。

第 3 章では，マルチメディア通信における複数の回線の同時制御や会議通話のようなマルチポイント通信の制御，

及び高度なサービス制御のための信号方式高度化の方向性を提示している。次に，この方向性に基づき，信号方式と

しては，論理的な呼の制御に関わる呼制御機能と，個々の物理的なコネクションの制御に関わるコネクション制御機

能を分離することにより，複雑な通信の制御が円滑に行えることを示し， この原理に基づく信号方式のアーキテクチャ

を提案している。また，広帯域 ISON における新しい信号方式の構成法を提示している o

第 4 章では，まずサービス処理のために要求される機能として，加入者線等の物理要素に関与する機能と関与しな

い機能があることを明らかにしている。また，サービスの提供主体の分析に基づ、き，網機能の分類を行っている o 次

に，上記の各種機能の実際の通信網への配備において，各地域にローカルな機能と地域性のないグローパルな機能を

分離することにより，機能配備が効率良く行えることを示し，それに基づき任意のサービスに適用可能な網基本モデ

ルを提示している o その後， この基本モデ、ルに基づ‘き，国際間，網間の相互接続の中でのグローパルサービスの提供

のためのネットワーキングモデ‘ルを提示し，具体的に各種サービスへの本モデルの適用を通して，モデルの有効性を
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実証している。

第 5 章では， まず，サービスのグローパル化においては，網間での信号方式の相互作用が非常に重要な役割を果た

すことを明らかにしている。また，この観点から様々なケースにおける信号網の発展形態を列挙し，信号網の発展の

方向性を明確にしている。次に，信号網の様々な適用形態の中での，信号網への要求条件を明確にしている。特に，

網聞をまたがるグローパルなインテリジェントネットワークにおける効率良い信号転送，相互接続を考慮した網構成

等の要件を示している o 最後に，圏内網における信号網の相互接続から，国際間を含めた信号網の相互接続へと信号

網の一体化が進み，更には世界規模での効率良い信号網が構築されるべきことを提案している。

第 6 章では，第 2 章から第 5 章までの成果をまとめ，本論文の結論を述べている。

論文審査の結果の要旨

通信網のディジタル化， ISDN 化の進展に伴い，通信サービスの多様化，高度化が進んでいるo 一方，社会のグロー

パル化に伴い，今後通信サービスのグローパル化がますます進展していくものと考えられる o このような流れの中で，・

通信網アーキテクチャ及び，サービス実現の上で中心的な役割を果たす信号方式，信号網のグローパルな規模での発

展の方向を明確にすることは極めて重要であるo 本研究は，通信サービスのグローパル化の中で、の信号方式の適用の

仕方を明確化すると同時に，信号方式の高度化の要件を明らかにし，その発展すべき方向を提示したもので，その主

な成果は以下の通りであるo

(l) NO.6 通信方式のラベル割当問題をグラフ彩色問題へマッピングし，実際の信号網へのラベル割当アルゴリズムを

示すと同時に，本アルゴリズムを国際No. 6 信号網へ適用し，その有効性を裏付けている o

(2) NO.7 信号方式の各誤り訂正方式の各種国際信号路への適用領域を明らかにし，実際の方式の選択に適用しているo

また， PCR エラー訂正法の強制再送手順の改善策を提案し，国際基準として採択されている。

(3) ATM を基本とする B-ISDN における，マルチメディアに対応した信号方式の基本構成，特に呼制御とコネク

ション制御を分離し，信号網もこれに対応して論理的に二つのレベルに分けるべきことを提示しており， これが今

日の国際標準化の基礎となっているo

(4) 各種のグローパル通信サービスを実現するための網機能の階層分けと，複数網に亘ってサービスを提供すること

を考慮に入れたグローパルネットワーキングモデルを提案し，このモデルを具体的に各種サービスへ適用し，モデ

ルの有効性を検証している o

(5) 複数網間に亘るインテリジェントネットワークのグローパル化における，網間の信号方式上の相互作用を明らか

にし，特に複数の網運用業者間での共用信号網の実現，回線対応信号網と回線非対応信号網の明確な分離等，今後

の共通線信号方式の発展，高度化の方向性を提案している o

以上のように，本論文は，通信網において神経系の役割を司る信号方式の国際網への適用法を明らかにすると同時

に，サービスのマルチメディア化とグローパル化の中で、の，信号方式及び信号網の発展の方向を明らかにしている。

また，本研究成果は，既に実際の網実装や標準に反映され，あるいは標準化の場等での検討の基礎となっているo 通

信のグローパリゼーションやマルチメディア化は今後益々発展する方向であり，本研究は，その発展を支える l つの

礎石となるものであり，情報システム・通信工学に寄与するところが大きし」よって本論文は，博士論文として価値

あるものと認める o
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